
SAITO50
資料９



㏌



短縮登山口への分岐
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＜中岳温泉～中岳分岐への登山道＞

　国立公園としての管理が始まった当初、この
場所は両足に植物が触れるほど狭い範囲が登山
道だったという。現在は3m～5mほどの道幅にな
り、法面では土壌侵食により植物の後退が続い
ている。元の自然環境の記録もなく、変化も知
ることが出来ない状況は管理されているとは言
えない。

登山道に関わる生態系を保全するためには、登山道が崩れる前の生態系の記録が不可欠である。
現状では崩れが起き、歩行に支障が出てから記録されることがほとんどで、「何が原因」で「いつから」崩れ始めたの
か、「以前の環境」はどうなっていたのかを知ることができない。
登山道全域の記録は、歩行路の確保だけでなく、生態系保護を含めた今後の維持管理の根幹になる。

＜白雲岳山頂直下における侵食の経年変化＞
１０年間で、踏圧・流水・凍結融解現象などによりガリー侵食が進み、歩きにくくなった場
所を避けるため植物帯に踏圧による新たな裸地化した道が出来ている。
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③動画及び動画の静止画像への変換
　動画は、撮影したデータを図5-3-4のようなイメージでYouTubeにアップロードする。動画の時間を位置情
報として管理する。
　一般登山者から写真（静止画）の情報がもたらされる場合、GPSログを添付してくれる場合は少ないと考
えられるが、写真（静止画）に該当する場所の動画名と動画上のタイムログを記入してもらえばGPS情報の
代わりにすることができ、それにより場所に関する情報共有が可能となる。
　また、動画は紙媒体にすることも可能であり（詳細は５－３－２参照）その際GPSログだけでなく、タイ
ムログを記載することによって場所の情報共有も可能である。

データベース構成の考え方

　データベースは登山道及びその周辺のすべての状況がわかる動画をベースとする
が、登山者、登山道管理者、山岳関係者などが気付いた時に随時収集できる情報も重
要である。随時収集される情報は写真（静止画）となる。
　つまり、データベースは動画記録が基礎としてあり、登山者等から収集した静止画
（二次的情報）を動画と照合することで、登山道の変化等を把握して維持管理に役立
てていくという考え方が必要である。

基礎に動画記録があり、登山者などからの静止画記録（2次的情報）を照合していくという発想が必要

＜動画記録の特徴＞
・アクションカメラを身につけて歩くだけで簡
単に記録が可能
・登山道を歩く視野で、すべて記録できる
・周囲の状況もある程度わかる
・動画から静止画へ変換できる
・GPSデータも同時に取得できる
・機材価格は4～6万円ほど（静止画像用のカメ
ラとGPSのセットと同程度）
・紙媒体にするときには選別が必要

＜適時収集の写真画像＞
・カメラでの記録
・構造物や侵食個所などの要所
・崩れの大きくない場所や崩れの周辺などは記
録されない
・紙媒体にした時の記録が膨大になる
・数枚づつならばデータの移動は簡単
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・GPSログが表記され、

おおよその位置が確認できる

＜時間表記＞

・動画の時間表記でも位置情報を管理

・動画名と表記時刻を記入してもらえばGPS情報の代わりに使える

・紙媒体にするときや一般収集情報ではタイムログまたはGPSログでの情

報共有も可能

・一般からの収集情報ではGPSログを添付してくれる場合は少ない

＜表題＞

・この名称を「①黒岳ロープウェイ～黒岳7合目登山口・往路○年○月○日」等にすることで

場所と記録した日を管理

・静止画像は山レポで収集し、公開。同時にグーグルマップ（ちょっとマップ）上でも公開し、動画は張り

付けたリンクから閲覧可能にする。

・カメラを持って歩くだけで情報が収集できるので、3～5年毎に更新する（過去情報は保存する）。

・官・民・学共有のベース情報として扱い、管理計画を作ることが可能になる。


